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ニ ン ニ ク「 福 地 種 」 に お け る 一 つ 玉 の 発 生 と そ の 要 因
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1 は じ め に

本県のニンニク栽培面積は360たoで ,その大部分の面積

を「福地種」がじめている。「福地種Jの主要産地は,青
森県及び岩手県であり,宮城県はこれら「福地種」の栽培

地の中では,最南端に位置している。最近,年により県内
各地に,一つ玉が発生し,品質低下と減収の原因になって
いるので,この要因について検討した結果を報告する。

2餞 験 方 法

昭和58 59年 は ,一つ玉を再現するため,直径

“

m,高
さ56∝ のポリペールでポット試験を行った。2カ年 とも,

表 1 試験方法
(1)昭和田年度試験

(12′ )

1″当たり成分で,窒素・燐酸 加里各々307を施用し,
1ポ ット当たり

'球
を植付け1区 とし,3連制で試験を行

った。

3 試験結果及び考察

(1)昭和58年の結果,自然条件では4月 3日 でも出芽が

揃わなかったが,その後では生育は進み,生育盛期は 6月

9日 ころとなった。これに対し保温条件では 5月 8日から

6月 9日 までに草丈 葉数や茎の太さは最大になり6月 9
日以後では増加はみられず,生育の停止が早かった。

りん片分化期は,保温条件で 4月 19日 ,自然条件で 4月

30日 になり,保温によるり湖十分化の促進は11日 くらいと

思われたが,種球の大小及び植付けの早晩による差は明確

でなかった。観察による収穫適期は保温条件では 6月 25日 ,

自然条件では7月 7日 で,り ん片分化から収穫適期までに

は両区ともl・3じ 日数を要 した。

分解調査の結果 ,花茎長は ,り ん片重小が大より,保温

条件が自然条件より短かった。また,保温条件では自然条

件より1り ん片重が重く, 1球当たりりん片着生数は減少

した。このことから, 3～ 5月 の高い温度は一つ玉発生を

助長する要因であると考えた。りん片重は第 1及び第 2葉

位に着生したものが重く,それ以上の着生では小さかった。

12)昭和59年の結果 ,茎の太さは,4月 24日以後種球重

大が4ヽより,ま た保温期間が短い区ほど太かった。茎の太

い区は一球重も重かった。

りん片分化期は,秋植えは春植えより早く,種球大が小

より数日早かったことから,り ん片分化洲順調に進行する

には,春にある程度以上の栄養状態になっていることが必

準因

早植 (9月 25日 ) 晩植 (11月 25日 )
自 然 条 件  ・保温条件

注 自然条件→生育全期間野外栽培
保温条件→ 3月 15日～5月 19日 温室栽培 (最低温度

10℃以上 )

0)昭和59年度試験

・4ヽ (47)

貯蔵した。

保温条件
{|:::[:|:li::|][20℃ ;温

室栽
表 2 生育調査 (昭和58年度 )

(り い
期
件

時

条

(り

秋値 (11月 17日 )・ 春植 (4月 20日 )

1月 20日から4月 20日 まで 5℃ で低温

種 球 重
(り ん片重 )

植 付
時 期

栽 培
条 件

卓  丈 (") 葉  数 (枚 ) 茎 の 太 さ (屈 )

4/3 5/8 6/9 4/3 5/8 6/9 4/3 5/8 6/9

大  (12′ )

早 植
(9/25)

自 然 57 5 52 172

保 温 59 7 96 106

晩 植
31/25)

自 然 673 53

保 温 42 86 117

小 (47)

早 植
(9/25)

自 然 60 7 115

保 温 37

晩 植
G1/25)

自 然 32 1 114
保 温 58 5 34
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表 3 収豊及び分解調査 (昭和58年度 )

種
球
重

付

期

植

時
培

件

栽

条
一球重

(′ )

一つ玉
割 合
(%)

花茎長

(“ )

1り ん片重と 1球当たりりん片個数 *1

珠芽重と
個  数り ん 片 着 生 葉 位ホ2

1 2 3 4 5 6 計

大

（
１２
′
）

早 植

(9/25)

自 然 0 71
42
217

保 温
12 1

1 39

78
067

49
0 17

晩 植

(■ /25)

自 然 0
51
213

保 温 26 2
39
019

小

（
４
７
）

早 植

(9/25)

自 然 0
45
2 13

51
142
23
004
34
0 04

15
0 04

保 温 255 167 25
65
0 06

晩 植
(H/25)

自 然 0
50
2 08

51
1 68

保 温 0
77
1 20

79
115

注_ *1:上段 ;1りん片重 (′ ),下段 ;1球当たりりん片個数 (個 )
■2:りん片着生葉位 1は ,り ん片重大では,早植自然 90葉 ,早植保温 925葉 ,晩植自然 80葉 ,晩植保温
96葉 ,り ん片重小では早植自然 80葉 ,早植保温 63葉 ,晩植自然 80葉 ,晩植保温 78葉であった。
*3:上段 :1珠芽重 (7),下段 ;1株当たり珠芽個数 〈個 )

要と思われた。花茎長は,保温期間の長い方が短くなった。  3月 から5月 の高温によって ,早期に生育が停止し,栄養
一つ玉は秋植えでは種球小のみにみられ,保温期間の長  状態が十分でないままりん片が形成されることによって ,
い区で多かった。春植えでも同様に種球小で多くみられ,  促進されるものと思われた。このようなことから,一つ玉
保温条件の種球小ではほとんどの個体が一つ玉になった。  発生の対策は,(1)適正な大きさの種球の使用,("適期植付

け,0)春に高温になりやすい栽培 (フ ィルムマルチ )や圃
4 ま  と  め 場での栽培をさけることなどをあげることができる。

以_Lの結果から,一つ玉の発生は,種球が小さいことと,

表 4 収量及び分解調査 (昭和 59年度 )

植
付
時
期

栽 培 条 件

種
球
大
小

収 穫 期 調 査 分 解 調 査

収穫期

(月日)
肝綴ω
草丈

(∝ )

葉数

(枚 )

獅達ω
球径

(")

一球重

(7)

一つ玉

(%)

花茎長

(“ )

珠芽数

(個 )
一珠麺０

秋
植

（ｎ
／
１７
）

自 然
大

/1ヽ

109

106

58 6

55 1

89
84
10
09
46
42

27 6

26 7

0

0

13 2

154

24

20

07
06

保 温

(4/20→ 6/20)
大

/1ヽ

612

612

113

91

55 9

57 6

83

83
08
08
35

36
217

258

0

59
35
10 0

19

25

06
03

保 温

(3/20→ 6/20)
大

/1ヽ

5 31

6 10

12 1

114

56 6

556

83

78

07
06
40
35

26 6

216

0

118

31

68
13

12

15

13

／
２０

）

自    然
(4/20→   )

大

/1ヽ

711

711

10 0

100

47 3

415

71

46
07

07
38
32
235

164

348

650

110

22
09
06
06

04

保 温

(4/20→ 6/20)
大

/1ヽ

7 8

6 25

140

10 6

44 7

34 9

70
54
06
06
36
28

20 1

136

176

955

18 08 10
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